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研
修
会
は
、
３
町
の
議
員
を
対
象
に
、

１
年
に
２
回
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
議
会
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
本
庄
市
議
会
議

員
参
加
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
児
玉
郡
市
が
一
体
と
な
っ
た
交

流
を
、
今
ま
で
以
上
に
活
発
に
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
日
本
の
今
後
の
動
き
と

し
て
２
０
２
５
年
以
降
人
口
が
２
０
０

５
年
よ
り
１
０
０
０
万
人
減
少
し
、
５

人
に
１
人
が
75
歳
以
上
と
な
る
超
高
齢

化
社
会
と
な
る
。

　

農
山
漁
村
な
ど
に
滞
在
す
る
２
地
域

居
住
人
口
が
１
０
０
０
万
人
を
超
え
る

と
予
想
し
、
埼
玉
・
東
京
・
神
奈
川
・

千
葉
１
都
３
県
で
、
２
０
０
０
年
に
４

８
２
万
人
だ
っ
た
高
齢
者
数
が
９
２
５

万
人
に
倍
増
。

　

２
０
２
０
年
代
に
は
、
大
量
の
福
祉

難
民
が
発
生
す
る
。
ま
た
、
病
気
の
治

療
を
受
け
る
医
療
か
ら
、
発
症
を
予
測

し
押
さ
え
込
む
医
療
へ
と
転
換
。

　

２
０
４
５
年
に
は
、
人
工
知
能
が
人

間
の
知
識
な
ど
を
上
回
る
時
代
に
入
る

技
術
的
特
異
点
の
問
題
等
、
同
時
に
、

ど
ん
ど
ん
世
の
中
は
変
化
す
る
が
、
住

民
の
生
命
・
財
産
を
預
か
っ
て
い
る
自

治
体
、
そ
し
て
議
決
権
を
有
す
る
議
会

が
、
こ
の
変
化
や
、
価
値
観
の
多
様
性

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
の
７
項

目
を
念
頭
に
置
き
活
動
す
る
。

１
．
住
民
生
活
の「
な
に
」が「
ど
の
程
度
」

向
上
し
た
か

２
．
地
域
の
課
題
の
「
な
に
」
が
「
ど

の
程
度
」
解
決
さ
れ
た
か

３
．
住
民
の
意
見
を
ど
の
程
度
反
映
で

き
た
か

４
．
経
費
は
最
少
に
抑
え
ら
れ
た
か

５
．
効
果
の
最
大
化
は
図
れ
た
か

６
．
行
政
の
能
率
は
向
上
し
た
か

７
．
持
続
可
能
な
地
域
に
な
っ
て
い
る
か 

　

議
会
に
は
、
住
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
す
大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。

住民に期待される議会

於　

町
内
小
中
学
校

文
教
民
生
経
済
常
任
委
員
会

学
校
訪
問

　

自
然
災
害
・
人
為
災
害
・
特
殊
災
害
・

複
合
災
害
、「
災
害
」
の
種
類
は
、
発

生
場
所
や
発
生
原
因
に
よ
っ
て
多
様

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
学
校
訪
問
は
、
大
阪
北
部

地
震
の
発
生
後
で
あ
っ
た
た
め
、
改

め
て
校
内
で
の
安
全
対
策
や
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
も
説
明
を
求
め
た
。

危
険
性
が
あ
り
修
繕
が
必
要
な
箇
所

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
対
応
を
し
て

い
く
と
の
教
育
委
員
会
の
回
答
も
あ

り
安
心
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
今
ま
で
の
経
験
だ
け
で
は

対
応
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
未
曾

有
の
災
害
が
多
発
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。「
災
害
」
は
必
ず
起
こ
る

と
考
え
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

準
備
の
た
め
に
団
結
し
、
み
ん
な
で

行
動
に
移
し
て
い
く
こ
と
が
、
大
切

な
人
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
と
信
じ
ま
す
。

　

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
は
、
各

校
が
特
色
を
活
か
し
た
授
業
を
進
め
、

ま
た
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ア
ク
セ
ス
ポ

イ
ン
ト
設
置
な
ど
、
環
境
も
整
っ
て

い
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
は
、

ク
ラ
ス
や
グ
ル
ー
プ
学
習
時
に
お
け

る
情
報
の
共
有
、
遠
隔
地
と
の
交
流
、

調
べ
学
習
な
ど
の
授
業
で
十
分
活
用

さ
れ
て
い
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
力
を
付
け
さ
せ
成
長

を
促
し
て
い
く
に
は
、
先
を
考
え
た

デ
ジ
タ
ル
な
授
業
と
、
手
で
書
い
て

覚
え
て
い
く
よ
う
な
ア
ナ
ロ
グ
な
授

業
と
の
共
存
は
不
可
欠
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
、
多
く
の
大
人
が

関
わ
り
ま
す
。
そ
の
、
一
人
ひ
と
り
が

災
害
や
犯
罪
か
ら
守
る
確
か
な
目
を

向
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
い
ま
す
。

文
教
民
生
経
済
常
任
委
員
会　

　

副
委
員
長　

大
島　

輝
雄

6
火

26 

児
玉
郡
町
議
会
前
期
研
修
会
7

金
6
　

於　

神
川
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

早稲田大学マニフェスト研究所 
事務局長 中村　健 氏講 師

大切な人の命を守ること

東児玉小でプール脇のブロック塀を視察

総務建設常任委員会
委員長　塩原　浩
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今
年
度
の
交
流
事
業
は
戸
田
市

議
会
24
名
を
美
里
町
に
招
い
て
、
正

副
議
長
の
案
内
で
恒
例
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
狩
り
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
の
は
、
中
里
地

区
に
あ
る
「
ベ
リ
ー
ベ
リ
ー
」
農
園

さ
ん
で
し
た
。
猛
暑
の
中
で
の
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
年
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
大
粒

で
、
甘
い
と
、
時
間
を
忘
れ
て
摘
み

取
る
議
員
達
の
額
に
は
汗
が
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。

　

和
や
か
な
う
ち
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
も
終
了
し
、
次
の
視
察
地
「
美

里
オ
ー
ス
ト
リ
ッ
チ
フ
ァ
ー
ム
」
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
原

田
町
長
・
美
里
町
議
会
議
員
全
員
が

出
迎
え
、
町
長
に
歓
迎
の
挨
拶
を
頂

き
見
学
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

山
田
農
場
長
よ
り
フ
ァ
ー
ム
の
説

明
を
聞
い
た
議
員
達
は
、
ダ
チ
ョ
ウ

の
写
真
を
撮
っ
た
り
野
菜
を
与
え
る

な
ど
間
近
で
ふ
れ
あ
い
、
売
店
で
は

ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
や
革
製
品
の
名
刺
入

れ
や
バ
ッ
グ
を
買
う
議
員
さ
ん
も
い

ま
し
た
。

　

次
に
、
遺
跡
の
森
館
２
階
展
示
室

で
町
の
出
土
品
等
に
つ
い
て
、
職
員

に
説
明
し
て
も
ら
い
、
美
里
町
の
歴

史
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
自
己

紹
介
の
後
、
美
里
町
・
戸
田
市
で
の

議
会
活
動
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
を

交
わ
し
、
交
流
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

編
集
委
員　

根
本　

孝
代

7
金

27

於　

美
里
町

姉
妹
都
市

（
戸
田
市
）交
流

和気あいあいでの交流会 〜戸田市議会を迎えて〜

　

１ 
研
修
当
日
は
、
朝
７
時
50
分
に

町
役
場
に
編
集
委
員
４
名
が
集
合
し
、

東
京
都
千
代
田
区
の
全
国
町
村
議
員

会
館
に
向
け
、
気
合
を
入
れ
て
出
発
。

　

２ 

研
修
は
２
部
構
成
で
、
初
め
に

講
師
が
『
住
民
に
分
か
り
や
す
い
議

会
だ
よ
り
か
』
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
視

点
の
も
と
講
義
を
し
、
続
い
て
、
事

前
に
提
出
さ
れ
て
い
た
町
村
の
議
会

だ
よ
り
を
例
に
、
講
師
が
具
体
的
に

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

３ 

研
修
の
主
な
内
容
と
し
て
は
、

｢

住
民
の
知
り
た
い
ニ
ー
ズ｣

に
関
し

て
は
、
①
議
案
紙
面
は
可
否
情
報
だ

け
で
な
く
解
説
も
加
え
る
こ
と
、
②

議
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
簡
単
な
解

説
を
記
載
す
る
こ
と
、
③
一
般
質
問

の
紙
面
は
質
問
・
答
弁
の
要
点
を
編

集
し
て
い
る
か
。

　

ま
た
、｢

住
民
視
点
で
の
編
集｣

に

関
し
て
は
、
①
情
報
の
概
要
が
わ
か

る
編
集
か
、
②
住
民
の
目
を
引
く
見

出
し
と
本
文
が
読
み
や
す
い
か
、
③

関
連
情
報
は
、
紙
面
に
誘
導
す
る
文

章
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
。

　

さ
ら
に
、｢

住
民
に
情
報
が
伝
わ
る

表
現
か｣

に
関
し
て
は
、
①
情
報
区

分
が
伝
わ
る
紙
面
表
現
か
、
②
見
出

し
に
対
す
る
本
文
情
報
は
、
住
民
に

一
目
で
分
か
る
レ
イ
ア
ウ
ト
か
、
③
見

や
す
い
紙
面
表
現
か
、
等
に
つ
い
て

具
体
的
に
解
説
・
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

４ 

各
町
村
の
議
会
だ
よ
り
を
見
る

と
、
全
面
カ
ラ
ー
の
も
の
や
、
表
紙

と
裏
面
の
み
が
カ
ラ
ー
の
も
の
は
あ

り
ま
し
た
が
、
美
里
町
の
よ
う
に
全

て
２
色
刷
り
の
も
の
は
確
認
し
た
限

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

よ
り
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
の

持
て
る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て

一
層
研
鑽
に
努
め
る
と
と
も
に
、
美
里

町
の
「
議
会
だ
よ
り
」
も
、
せ
め
て

表
紙
と
裏
面
は
カ
ラ
ー
に
し
た
い
ね
、

「
そ
だ
ね
～
」
と
話
し
合
い
な
が
ら
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

於　

東
京
都
千
代
田
区

　
　

全
国
町
村
議
員
会
館

町
村
議
会

広
報
ク
リ
ニ
ッ
ク

より親しみやすい議会だよりを目指して

7
木

12

美里オーストリッチファーム（白石地区）にて

グラフィックデザイナー
長岡 光弘 氏講 師

議会だより編集委員会
副委員長　櫻沢　保




